
教育講演1 座長：釜崎陽子

甲
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　　　現在に至る

　口は「噛む・飲み込む・味わう」ためだけの器官ではなく、「呼吸する」、「話す」、「表情を作る」あるいは

「噛み締めることで運動を支え身体のバランスをとる」働きを担い、赤ちゃんにとっては重要な感覚器であ

り、生きるための大切な器官です。子どもたちのむし歯は戦後のピーク時（高度経済成長期）に比べて激

減しましたが、歯肉炎、不正咬合、顎関節症が増加し、噛めない・飲み込めない、ぼかん口などの機能の

問題も増えてきました。地域の矯正臨床医として感じる乳幼児の顔立ちの細さ、乳歯列の正常咬合の少

なさ、咀曜、嚥下や発音に問題を持つ患者の増加は驚くほどです。もはやむし歯さえ無ければ良いとい

う感覚では子供たちの口の健康を守ることはできません。

口の形態と機能は哺乳に始まる食生活を通して発達していきますが、日本の母乳育児率は生後3ヶ月

で38％（平成17年乳幼児栄養調査）しかなく、離乳期以降の食事は栄養素・カロリー・消化能率ばかりが

重要視され、さらにライフスタイルの変化から簡便さが追求された結果、発達期の食はグローバルで季節

感が無く噛み応えの無い加工食品で溢れてしまいました。

　核家族化が2、3世代目に進み、かつて日本の家庭にあった食文化や食のしつけが薄れた今、若い母

親は育児書やメディア以外に頼るものがない孤独な環境で子育てをしています。最初は発達期の矯正

患者に対して行う咀囑指導に始まった食支援でしたが、地域の小児科医、母乳育児サークル、子育て支

援センター、保育・幼稚園、行政との関わりから乳幼児期の食支援の必要性を痛感し、現在では妊婦、子

育て中の母親、児童や生徒への直接的な支援と、保育士、保健師、栄養士、看護師、養護教諭、教師、

言語療法士、8020運動推進員さんらとの交流による間接的な支援にも取り組んでいます。本講演ではそ

の中の乳幼児期の食に関わる子育て支援の内容についてご紹介させていただきます。
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